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■技術開発の背景 

弊社製品「パソコン警備隊」の販売にあたり，情報セキュリティポリシーの作成段階で足踏

みしてしまうお客様が多く，肝心の製品導入までに多くの時間をとられてしまうため，ポリシ

ー作成作業をより短時間でできる手段をご紹介することで，「パソコン警備隊」の早期導入に

つながるのではないかと考えました。 
 

■技術開発の内容 

 

 

 

 

 

 

 

工業試験場で試作した情報セキュリティポリシー作成支援システムを弊社データセンター内

のサーバに構築し，お客様にインターネット経由で当システムを利用できるようにしました。 
 

■製品の特徴 

・インターネット経由で利用できるので手軽に始められる。 
・設問に答えていくだけでポリシーの土台が出来上がる。 
・作成途中で保存できるので，じっくり取り組むことができる。 
・利用にはログインが必要なので第三者に見られることがない。 
・１つのIDで10個まで入力データを保存できるので，データを 
 いろいろ変えながら最適なポリシーを検討することができる。 

 

■今後の展開 

・設問内容を常に最新事情にマッチするように，簡単に変更できるようにしたい。 
・利用者便宜のためにヘルプ機能を用意したい。 
・当システムで作成されたポリシー（セキュリティ対策実施手順）のうち，「パソコン警備 
隊」で対策可能なものを色分け表示したい。 
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   住  所： 〒920-0398 金沢市無量寺町ハ6－1 
   TEL 076-268-8477  FAX 076-268-5442 
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 【補 足 資 料】 

 

情報セキュリティ対策ソフトウェア『パソコン警備隊』は，資産管理から印刷・操作情報管

理，ファイル暗号化，持ち出し禁止，ファイル一斉配信など，セキュリティ対策に必要な機

能が１つのソフトでカバーできる製品です。 

 

№ 機能名 説明 

1 基本情報収集機能 
ハードウェア，ソフトウェア，ネットワーク，稼動状況な

ど，パソコンに関する基本情報を自動収集します。 

2 操作ログ管理機能 いつ誰がどんなソフトを使ったかを自動収集します。 

3 ファイルアクセスログ情報管理 
ファイルアクセスの日時，コンピュータ，ユーザー，操作内

容の情報を自動収集します。 

4 印刷ログ管理 印刷内容，印刷ページ数の自動収集を行います。 

5 アプリケーション操作禁止機能 特定アプリケーションソフトの操作禁止を行います。  

6 印刷禁止機能 パソコンごとに印刷禁止を設定できます。  

7 持ち出し禁止機能 
ＵＳＢメモリやフロッピーディスクなどの外部メディアに対

する読み込みを許可したまま，書込みを禁止します。  

8 ネットワーク監視機能 

ネットワークに接続された自宅からの持ち込みパソコンや，

パソコン以外のＩＴ機器（ネットワークプリンタやルータ）

の検出を行います。  

9 ネットワーク遮断機能 
ネットワークに接続された不許可パソコンのネットワーク利

用禁止を行います。 

10 暗号化機能（手動暗号化） 手動暗号（外部とのファイルのやりとり可能）を行います。 

11 暗号化機能（自動暗号化） 自動暗号（社内の重要ファイル管理）を行います。 

12 オプション機能（パッチ配信） Windowsパッチの一斉配信・実行を行います。 

13 オプション機能（遠隔操作） 遠隔地のパソコンの画面操作やファイル送受信を行います。 

14 
その他の機能（セキュリティリ

スト） 

収集できる情報からセキュリティ状態を数値化して集計表示

します。 

 

 

 


